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（4）カミナリサンの落ちらシた（雷さんが落ちられた） （秋山・吉岡 1991:210） 
















      例 a）東京の物価ノ高か 
b. 多重主語構文の大主語、あるいは「焦点解釈が可能な主語」の表示は「ガ」。 
例 b）東京ガ物価の高か   （吉村 2006:202） 
c. 叙述主語（ノ表示）は大主語（ガ表示）を越えて文頭に移動できない。 








ガの尊卑による使い分けは指摘されてきたところである（橋本 1969、野村 1993等）。 
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      例 c-1）他動詞文：太郎が／*のそん小説ばこーたばい 
（太郎がその小説を買った） 
      例 c-2）状態述語文：太郎｛が／*の｝野球｛が／の｝じょうずたい P3F4） 
d. 他動詞文では、語順を入れ替える（AOV→OAV）と「ノ」を主語表示として用
いることができる。 
       例）（c-1に対応）そん小説ば太郎が／のこーたばい 
e. 状態述語文の主語と多重主語構文の大主語では語順を入れ替えても「ノ」を用い
ることはできない。 
            例）（c-2に対応）* 野球の太郎がじょうずたい 
              * 野球が太郎のじょうずたい 




3） 加藤氏は、秋山・吉岡 (1991)の以下の例文を挙げ、その分析を根拠としている。 





ていることを示した例であるといえる。    （加藤 2005:30） 
4） 加藤（2005:31）の（27）a~dをまとめた。 
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S と O を同じマーカー（絶対格 Absolutive）で表示し、A を別のマーカー（能格
Ergative）で表示するタイプ 
②対格－主格型（Accusative-Nominative） 


































  他動詞目的語：（典型的な）他動詞を述語とする能動文の対象（略称：O） 










O・active S・inactive Sのマーキングを検証することとする。 
①能格-絶対格型 ②対格‐主格型 ③三立型
能格 絶対格 主格 対格
他動詞 A O 他動詞 A O 他動詞 A O
自動詞 自動詞 自動詞
④中立型 ⑤二重斜格型 ⑥活格型
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坂井 美日 

































同・下 尊 同・下 上 同・下 上
他動詞 主語 ga ga ga ga ga ga ga ga ga ―
意志自動詞 主語 ga ga ga ga ga ga ga ga ga ―
非意志自動詞 主語 ga ga n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o)
形容詞 主語 ― ― n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o)



































a. 明日、私 U｛ガ／*ノ｝Uそん鏡餅バ割るばい。（AOV） 
（明日、私がその鏡餅を割るよ。） 
      b. 明日、そん鏡餅バ私 U｛ガ／*ノ｝U割るばい。（OAV） 
（明日、その鏡餅を私が割るよ。） 
      c. 明日、私 U｛ガ／*ノ｝U割るばい。（明日、私が割るよ。）（AV） 
（9）一人称・他動詞（過去） 
［「いつ鏡餅を割ったの？」の問いに］ 
a. 昨日、私 U｛ガ／*ノ｝U鏡餅バ割ったと。（昨日私が鏡餅を割ったの。）（AOV） 
b. 昨日、そん鏡餅バ私 U｛ガ／*ノ｝U割ったと。（昨日鏡餅を私が割ったの。）（OAV） 





      b. 明日そん鏡餅バあーた｛ガ／*ノ｝割りなっせ。 
（明日その鏡餅をあなたが割りなさい。）（OAV） 

































 あんときゃ、1番目にあーた U｛ガ／*ノ｝U走ったったい。 
（あの時は 1番目にあなたが走ったんだよ。） 
（18）ニ人称・非意志自動詞（非過去） 
































a. 明日、｛弟／太郎 R（弟の名前）R｝U｛ガ／*ノ｝Uそん荷物バ送るもんね。 
（明日、｛弟／太郎｝がその荷物を送るよ。）（AOV） 
      b. 明日、そん荷物バ｛弟／太郎｝U｛ガ／*ノ｝U送るもんね。 
（明日、その荷物を｛弟／太郎｝が送るよ。）（OAV） 











a. 明日、じいちゃん U｛ガ／*ノ｝Uそん荷物バ送るもんね。 
（明日、じいちゃんがその荷物を送るよ。）（AOV） 
      b. 明日、そん荷物バじいちゃん U｛ガ／*ノ｝U送るもんね。 
（明日、その荷物をじいちゃんが送るよ。）（OAV） 
      c. 明日、じいちゃん U｛ガ／*ノ｝U送るもんね（明日じいちゃんが送るよ。）（AV） 




a. じいちゃん U｛ガ／*ノ｝U次郎だけバ殴った。 
（じいちゃんが次郎だけを殴った。）（AOV） 
b. 次郎だけバじいちゃん U｛ガ／*ノ｝Uが殴った。（OAV） 
（次郎だけをじいちゃんが殴った。） 






a. そがんとけ財布ば置いとったら、泥棒 U｛ガ／*ノ｝U金バ盗むばい。 
（そんな所に財布を置いていたら、泥棒が金を盗むよ。）（AOV） 
      b. そがんとけ財布ば置いとったら、金バ泥棒 U｛ガ／*ノ｝U盗むばい。 
（そんな所に財布を置いていたら、金を泥棒が盗むよ。）（OAV） 
      c. そがんとけ置いとんなら、泥棒 U｛ガ／*ノ｝U盗むばい。（AV） 
      （そんな所に置いていたら、どろぼうが盗むよ。） 
（25）人間（同等または目下）・他動詞（過去） 
a. 泥棒 U｛ガ／*ノ｝U窓バ割った。（泥棒が窓を割った。）（AOV） 
b. 窓バ泥棒 U｛ガ／*ノ｝U割った。（窓を泥棒が割った。）（OAV） 
c. 泥棒 U｛ガ／*ノ｝U割った。（泥棒が割った。）（AV） 
（26）人間（目上）・他動詞（非過去） 
a. 毎年、先生 U｛ガ／*ノ｝U花バ植うっ。（毎年先生が花を植える。）（AOV） 
      b. 毎年、花バ先生 U｛ガ／*ノ｝U植うっ。（毎年花を校長先生が植える。）（OAV） 
      c. 毎年、先生 U｛ガ／*ノ｝U植うっ。（毎年校長先生が植える。）（AV） 
（27）人間（目上）・他動詞（過去） 
a. 先生 U｛ガ／*ノ｝U壺バ割った。（先生が壺を割った。）（AOV） 
b. 壺バ先生 U｛ガ／*ノ｝U割った。（壺を先生が割った。）（OAV） 




a. 犬 U｛ガ／*ノ｝Uそん壺バ割るばい。（犬がその壺を割るよ。）（AOV） 
b. そん壺バ泥棒 U｛ガ／*ノ｝U割るばい。（その壺を犬が割るよ。）（OAV） 
c. 犬 U｛ガ／*ノ｝U割るばい。（犬が割るよ。）（AV） 
（29）動物・他動詞（過去） 
a. 犬 U｛ガ／*ノ｝U壺バ壊した。（犬が壺を壊した。）（AOV） 
      b. 壺バ犬 U｛ガ／*ノ｝U壊した。（壺を犬が壊した。）（OAV） 
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現代熊本市方言の主語表示 
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現代熊本市方言の主語表示 




    （さっき二階に太郎がいたよ。） 
（42）親族／固有（目上）・非意志自動詞（非過去） 









































     じいちゃん U｛??ガ／ノ｝U怖か。（じいちゃんが怖い。） 
（53）親族／固有（同等または目下）・形容詞文 
    泥まみれでから太郎 U｛??ガ／ノ｝Uきたなか。（泥まみれで｛弟／太郎｝が汚い。） 
（54）人間（同等または目下）・形容詞文 
    a. 泥棒 U｛??ガ／ノ｝U怖か。（泥棒が怖い。） 
    b. 人 U｛??ガ／ノ｝U多か。（人が多い。） 
（55）人間（目上）・形容詞文 
     先生 U｛??ガ／ノ｝U怖か。（先生が怖い。） 
（56）動物・形容詞文 
    猫｛??が／の｝可愛か。（泥棒が可愛い。） 
（57）無生物・形容詞文 
     a. 水 U｛??が／の｝Uうまか。（水が美味しい。） 
























































  例）二人称（卑：わい／尊：おまい） 
卑：わいが壺ば割ったたいよーもん。 
同・下 尊 （三人称） 同・下 上 同・下 上
他動詞 主語 ga ga ga ga ga ga ga ―
意志自動詞 主語 ga／no ga／no ga／no ga／no ga／no ga／no ga／no ―
非意志自動詞 主語 n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o)
形容詞 主語 n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o)
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表 3 アスペクト辞を加えた際のアラインメント 
 
 






a. 私｛Uガ／*ノ U｝餅バ割りよっと。（私が餅を割っているの。）（AOV） 
     b. 餅バ私｛Uガ／*ノ U｝割りよっと。（餅を私が割っているの。）（OAV） 






同・下 尊 （三人称） 同・下 上 同・下 上
他動詞 主語 ga ga ga ga ga ga ga ga ga ―
意志自動詞 主語 ga ga ga／no ga／no ga／no ga／no ga／no ga／no ga／no ―
非意志自動詞 主語 ga ga n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o) n(o)
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現代熊本市方言の主語表示 


























































approaches to language 5，pp.195-221，神田外語大学言語科学研究センター． 
Dixon, Rovert M.W. (1979) Ergativity. Language 55: 59-128. 
Garret, Andrew. (1990) The origin of NP split ergativity. Language 66: 261-96. 
Harris, Alice C. (1990) Alignment typology and diachronic change. In Lehmann, Winfred P. (ed.), 
Language typology : systematic balance in language:papers from the Linguistic Typology 
Symposium, Berkeley, 1-3 December 1987, 67-90. Amsterdam : John Benjamins. 
Marlett, Stephen A. (1986) Syntactic levels and multiattachment in Sierra Popoluca. International 
Journal of American Linguistics 52: 359-87. 
Silverstein, Michael (1976) Hierarchy of features and ergativity. In Dixon, Rovert M.W. (ed.), 







- 83 - 
 
